
　

２
０
１
６
年
６
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
奨
学
金
制
度
の
拡
充
が
挙
げ
ら
れ
、

返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、
本
当
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
支
援

の
拡
充
を
図
る
と
さ
れ
た
。

　

文
部
科
学
省
は
同
年
７
月
に
給
付
型
奨
学
金
創
設
検
討
チ
ー
ム
を
創
設
し
、「
対
象
者
の
選
定
」「
給
付
方
式
」「
財
源
の

確
保
」
な
ど
を
主
な
論
点
と
し
て
検
討
を
開
始
。
12
月
に
は
、
低
所
得
世
帯
の
大
学
生
を
対
象
と
す
る
給
付
型
奨
学
金
制

度
の
原
案
を
決
定
し
た
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
大
学
進
学
者
な
ど
１
学
年
当
た
り
約
２
万
人
を
対
象
と
し
、
政
府・

与

党
は
２
０
１
７
年
の
通
常
国
会
で
法
制
化
の
上
、
２
０
１
８
年
度
に
開
始
す
る
方
針
で
あ
り
、
私
立
大
学
の
下
宿
生
や
児

童
養
護
施
設
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
度
の
新
入
生
か
ら
先
行
実
施
す
る
方
針
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
連
盟
で
も
、
か
ね
て
国
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を
要
望
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
２
０
１
５
年
11
月
に
は
、

文
部
科
学
省
に
対
し
て
「
給
付
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
関
す
る
要
望
」
も
行
っ
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
わ
が
国
で
も
２
０

１
８
年
度
に
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
私
立
大
学
で
は
、
従
来
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
型
奨
学
金
に
加
え
て
、
独
自
の
学
内
奨
学
金
制
度
を
充

特 集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に

奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る
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実
さ
せ
て
き
た
。
本
連
盟
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
奨
学

金
等
調
査
」
の
結
果
か
ら
も
、
こ
う
し
た
学
内
奨
学
金
制

度
に
お
け
る
貸
与
型
か
ら
給
付
型
へ
の
移
行
が
明
ら
か
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
の
経
済
支
援
型
や
成
績
優
秀
者
褒

賞
型
に
加
え
て
、
最
近
で
は
学
生
の
留
学
支
援
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動・

課
外
活
動
な
ど
を
評
価
す
る
奨
学
金
、

入
学
前
の
予
約
型
奨
学
金
な
ど
、
独
自
性
が
見
ら
れ
る
。

　

本
誌
で
は
こ
れ
ま
で
、「
奨
学
制
度
の
現
状
と
課
題
」

（
第
３
３
１
号・

２
０
１
０
年
３
月
号
）、「
奨
学
金
政
策
の

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」（
第
３
５
３
号・

２
０
１
３
年
11

月
号
）
を
特
集
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
今

号
の
特
集
で
は
、
国
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入

が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
い
ま
、
日
本
学
生
支
援
機
構

に
お
け
る
貸
与
型
奨
学
金
も
含
め
て
、
国
に
よ
る
奨
学
金

制
度
の
検
討
経
緯
や
制
度
運
用
の
実
情
に
つ
い
て
ご
執
筆

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
の
給
付
型
奨
学
金
創
設
に
先
駆

け
て
、
長
年
に
わ
た
り
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
運
用
し
て

き
た
民
間
の
奨
学
金
財
団
や
私
立
大
学
の
事
例
も
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
わ
が
国
に
お
け
る
奨
学
金
制
度

の
全
体
像
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

奨
学
金
制
度
の
転
換
と
大
学
の
課
題

小
林 

雅
之

●
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

私
立
大
学
と
給
付
型
奨
学
金

坂
本 

雅
士

●�

立
教
大
学
学
生
部
長
、
経
済
学
部
教
授
、
日
本
私
立

大
学
連
盟
学
生
委
員
会
奨
学
金
等
分
科
会
分
科
会
長

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
事
業
の
現
状
に 

つ
い
て

日
本
学
生
支
援
機
構
　
奨
学
事
業
戦
略
部

給
付
型
奨
学
金
事
業
40
年
の
歩
み

─
民
間
の
奨
学
財
団
と
し
て

亀
岡 

エ
リ
子

●
公
益
財
団
法
人
樫
山
奨
学
財
団
理
事
長

自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
成
長
支
援
型
奨
学
金

淺
野 

昭
人

●
立
命
館
大
学
学
生
部
次
長

大
学
の
独
自
給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て

─
神
奈
川
大
学
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
か
ら

水
上 

晃

●
神
奈
川
大
学
広
報
部
長
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１　
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

　

２
０
１
７
年
度
に
、
返
済
不
要
の
公
的
な
給
付
型
奨
学
金
制
度

が
創
設
さ
れ
る
。
対
象
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
学
生
１
学
年
２

万
人
で
、
給
付
額
は
国
公
立
大
学
自
宅
生
が
月
額
２
万
円
、
国
公

立
大
学
自
宅
外
生・

私
立
大
学
自
宅
生
が
３
万
円
、
私
立
大
学
自

宅
外
生
が
４
万
円
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
度
は
約
２
８
０
０
人
の

私
立
大
学
自
宅
外
生
を
対
象
に
先
行
実
施
し
、
本
格
実
施
は
２
０

１
８
年
度
以
降
で
、
約
２
１
７
億
円
規
模
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
給
付
額
や
給
付
対
象
が
少
な
す
ぎ
る
と

い
う
批
判
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
主
要
国
で
公
的
な
給
付
型
奨

学
金
が
な
い
の
は
日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。
給
付
額

や
対
象
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
と
い
う
課
題
は
残
る
も
の
の
、
今
回

の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
は
、
学
生
に
対
す
る
支
援
制
度
の
極
め

て
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
規
模
も
金
額
も
大
き
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

私
は
、規
模
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

提
示
さ
れ
て
い
る
２
万
人
は
、
私
た
ち
の
調
査
か
ら
得
た
、
経
済

的
な
理
由
で
進
学
し
な
か
っ
た
が
給
付
奨
学
金
が
あ
れ
ば
進
学
し

た
か
っ
た
と
い
う
者
の
推
計
値
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
い
う
の
は
一
つ
の
明
確
な
基
準
と
し
て
も

意
味
が
あ
る
。
高
校
生
の
子
ど
も
１
人
と
父
母
の
家
庭
の
場
合
、

年
収
約
２
２
１
万
円
、
中
学
生
と
高
校
生
の
子
ど
も
２
人
と
父
母

の
家
庭
の
場
合
に
は
約
２
７
３
万
円
、
高
校
生
と
大
学
生
の
子
ど

も
と
父
母
の
家
庭
で
は
約
２
９
５
万
円
ま
で
が
対
象
と
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
年
収
が
多
い
家
庭
に
広
げ
る
こ
と
は
今
後
の
課

題
だ
が
、「
低
所
得
層
の
進
学
の
背
中
を
押
す
」と
い
う
今
回
の
給
付

型
奨
学
金
の
創
設
の
目
的
か
ら
い
え
ば
、
対
象
を
あ
ま
り
広
げ
る

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

奨
学
金
制
度
の
転
換
と
大
学
の
課
題小

林 

雅
之
●
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

522017.3　大学時報



よ
り
も
給
付
額
を
高
く
す
る
ほ
う
が
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

給
付
金
額
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学
自
宅
生
で
月
額
３
万
円
、

自
宅
外
生
で
月
額
４
万
円
と
な
っ
た
こ
と
に
物
足
り
な
さ
が
残
る
。

諸
外
国
で
は
、
最
高
年
額
50
万
～
60
万
円
程
度
が
多
い
。
さ
ら
に
、

諸
外
国
の
よ
う
に
所
得
に
応
じ
た
段
階
別
の
給
付
額
が
望
ま
し
い
。

例
え
ば
、
最
高
６
万
円
か
ら
最
低
１
万
円
ま
で
段
階
的
に
給
付
す

る
。
段
階
別
の
給
付
額
に
す
れ
ば
、
最
高
額
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
進
学
の
背
中
を
押
す
」
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
崖
効
果
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

崖
効
果
と
は
、
こ
の
場
合
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
は
給
付
の
対

象
と
な
る
の
に
対
し
て
、
１
円
で
も
課
税
所
得
が
あ
る
と
対
象
に

な
ら
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
高
で
年
額
48
万
円

の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
か
否
か
が
年
収
の
１
円
の
差
か
ら
生
じ
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
給
付
額
を
段
階
別
に
す
れ
ば
、
受

給
で
き
な
い
者
と
の
差
は
最
低
額
の
１
万
円
を
受
給
で
き
る
か
否

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
崖
効
果
は
緩
和
さ
れ
る
。
給
付
型
は
渡

し
き
り
の
た
め
、
受
給
で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
公
平
性
が
重
要

な
問
題
と
な
る
が
、
段
階
別
な
ら
、
こ
の
不
公
平
も
小
さ
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
給
付
型
奨
学
金
は
、
実
施
後
に
奨
学
金
の
効
果

の
検
証
な
ど
を
行
い
、
手
直
し
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
改
正
を
期
待
し
た
い
。

２�　
新
所
得
連
動
返
還
型
制
度�

選
択
の
幅
が
広
が
る
が
選
択
の
難
し
さ
も

　

給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
や
学
校
関
係
者
や
保
護

者
の
関
心
も
高
い
が
、
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
大
き

な
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
所
得
連
動
返
還
型
制
度

で
あ
る
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、

支
援
機
構
）
第
１
種
奨
学
金
（
無
利
子
）
は
所
得
に
応
じ
た
返
済

額
と
し
、
最
低
返
済
月
額
２
０
０
０
円
の
所
得
連
動
返
還
型
制
度

を
導
入
す
る
。
返
済
額
は
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
２
０
０
０
円

で
、
そ
れ
以
上
な
ら
課
税
所
得
の
９
％
が
年
額
と
な
る
。
例
え
ば
、

年
収
２
０
０
万
円
（
課
税
所
得
62
万
円
、
以
下
同
じ
）
で
は
月
額

４
７
０
０
円
、
年
収
３
０
０
万
円
（
１
１
９
万
円
）
で
は
８
９
０

０
円
と
な
り
、
年
収
約
４
２
０
万
円
（
１
９
２
万
円
）
で
、
私
立

大
学
自
宅
生
の
定
額
１
万
４
０
０
０
円
と
等
し
く
な
る
。
そ
れ
以

上
は
定
額
型
よ
り
も
返
済
額
が
上
回
り
、
年
収
５
０
０
万
円
（
２

４
６
万
円
）
の
場
合
は
月
額
１
万
８
５
０
０
円
と
な
る
。
た
だ
し
、

大
学
卒
業
後
に
順
調
に
返
済
し
て
い
け
ば
、
こ
の
定
額
を
上
回
る

額
の
返
済
期
間
は
か
な
り
短
く
な
る
。
低
所
得
層
の
み
対
象
の
給

付
型
と
異
な
り
、
第
１
種
奨
学
生
約
48
万
人
が
対
象
に
な
る
た
め
、

多
く
の
奨
学
生
の
将
来
の
返
済
に
対
す
る
不
安
は
か
な
り
軽
減
さ

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する
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れ
る
。

　

こ
の
所
得
連
動
型
返
済
制
度
（Incom

e Contingent Repay-
m

ent

：ICR

）
はIncom

e Contingent Loan

（ICL

）
と
も
呼

ば
れ
る
。
も
と
も
と
は
ロ
ー
ン
の
返
済
方
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、

近
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
返
済
に
用
い
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
支
援
機
構
奨
学
金
は
、
長
期
の
猶
予
期
間
や
第
１
種
奨
学

金
の
無
利
子
な
ど
、
多
く
の
教
育
的
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、

学
資
ロ
ー
ン
と
は
呼
ば
ず
貸
与
奨
学
金
と
称
し
て
い
る
が
、
国
際

的
に
は
学
資
ロ
ー
ン
（student loans

）
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ

で
、
以
下
で
は
所
得
連
動
型
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

所
得
連
動
型
ロ
ー
ン
返
済
制
度
（
以
下
、
所
得
連
動
型
）
の
目

的
は
、
ロ
ー
ン
返
済
の
負
担
軽
減
に
あ
る
。
所
得
に
応
じ
て
返
済

額
（
月
額
、
年
額
な
ど
）
を
決
定
す
る
た
め
、
低
所
得
ほ
ど
負
担

が
少
な
い
。
そ
も
そ
も
学
資
ロ
ー
ン
が
必
要
な
の
は
、
学
資
資
金

を
持
た
な
い
者
に
貸
与
す
る
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
は
十
分
な
教
育

投
資
資
金
を
調
達
で
き
な
い
。
も
し
将
来
の
期
待
所
得
が
高
く
な

け
れ
ば
、
ま
た
、
そ
れ
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
低
け
れ
ば
、
将
来

の
ロ
ー
ン
負
担
を
恐
れ
て
ロ
ー
ン
を
借
り
な
い
と
い
う
選
択
を
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
債
務
回
避
あ
る
い
は
ロ
ー
ン
回
避
と

呼
ぶ
。
こ
の
場
合
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
よ
り
も
生
活
費
が
低
い
自
宅

か
ら
通
学
で
き
る
高
等
教
育
機
関
を
選
択
す
る
、
あ
る
い
は
、
学

（出典）�文部科学省所得連動型奨学金制度有識者会議「新たな所得連動返�
還型奨学金制度の創設について（審議まとめ）」2016年９月。

無利子奨学金から先行的に導入
有利子奨学金については、無利子奨学金の運用状況を見つつ、
将来的に導入を検討（ ）
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本人の年収が300万円以下の
場合、申請により返還猶予が
可能（通算10年※）

初任給281万円、毎年度平均
17.9万円ベースアップの場合
最終返還月額 22,100円

15.5年で返還完了（返還猶予2年含む）

※奨学金申請時に家計支持者（保護者等）の年収が300万円以下の場合は、猶予の期間制限なし
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費
の
低
い
専
攻
や
２
年
制
の
短
期
大
学
や
専
門
学
校
を
選
択
す
る

と
い
う
選
択
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
ン

を
借
り
ず
、
進
学
を
断
念
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
ロ
ー
ン
回
避

の
た
め
、
教
育
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
貸
与
奨
学
金
が
選
択
を

狭
め
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
問
題
を
回
避
す
る

た
め
に
、
返
済
の
負
担
が
軽
い
所
得
連
動
型
は
有
効
で
あ
る
。

　

教
育
へ
の
投
資
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
教
育
投
資
の
場
合
、
高

額
の
投
資
に
対
し
て
十
分
な
収
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
保
証
が
な

い
と
い
う
リ
ス
ク
で
あ
る
。
良
好
な
職
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
賃

金
す
な
わ
ち
収
益
は
低
い
。
し
か
も
、
終
身
雇
用
制
で
あ
れ
ば
収

入
は
安
定
し
て
得
ら
れ
る
が
、
現
在
の
よ
う
に
雇
用
が
不
安
定
な

状
況
で
は
、
確
実
な
収
入
が
安
定
的
に
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

所
得
連
動
型
返
済
制
度
は
、
教
育
投
資
の
リ
ス
ク
、
と
り
わ
け

不
確
実
性
に
よ
る
返
済
の
不
安
に
対
し
て
、
一
種
の
保
険
と
し
て

機
能
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
借
り
手・

貸
し
手
の
双
方
に
と
っ
て

重
要
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
双
方
に
安
心
感
を
与
え
る
た
め
に
、

教
育
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
、
借
り
入
れ
を
促
進
し
教
育
へ
の
投

資
を
促
す
と
い
う
消
費
の
ス
ム
ー
ズ
化
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
教

育
投
資
の
リ
ス
ク
と
は
、
高
額
の
教
育
へ
の
投
資
に
対
し
て
十
分

な
収
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
保
証
が
な
い
リ
ス
ク
な
の
で
あ
る
。

３　
学
生
支
援
に
対
す
る
大
学
の
役
割

　

給
付
型
奨
学
金
は
「
進
学
の
背
中
を
押
す
」
こ
と
が
目
的
の
た

め
、
高
校
在
学
時
の
予
約
採
用
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は

大
学
が
無
関
係
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
重
要

な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
適
格
認
定
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
在
で
も
支
援
機
構
奨
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

制
度
で
あ
り
、
奨
学
生
が
学
業
を
き
ち
ん
と
修
め
、
卒
業
で
き
る

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
（
支
援
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。

⑴�　

学
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
奨
学
金
が
継
続
し
て
必
要
か

否
か
を
奨
学
生
自
身
が
判
断
し
て
、
引
き
続
き
奨
学
金
の
貸
与

を
希
望
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
回
「
奨
学
金
継
続
願
」
を
提
出

す
る
。
提
出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
う
。

⑵�　

大
学
は
提
出
さ
れ
た
「
奨
学
金
継
続
願
」
の
入
力
内
容
を
、

「
奨
学
生
の
適
格
認
定
に
関
す
る
施
行
細
則
」
第
３
条
に
よ
り
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
厳
格
に
審
査
し
、
奨
学
金
継
続
の
可
否
を

認
定
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に
報
告
す
る
。

①�　

人
物
に
つ
い
て
…
生
活
全
般
を
通
じ
て
態
度・

行
動
が
奨

学
生
に
ふ
さ
わ
し
く
、
奨
学
金
の
貸
与
に
は
返
済
義
務
が
伴

う
こ
と
を
自
覚
し
、
か
つ
、
将
来
良
識
あ
る
社
会
人
と
し
て
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活
躍
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

②�　

健
康
に
つ
い
て
…
今
後
と
も
引
き
続
き
修
学
に
耐
え
う
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③�　

学
業
に
つ
い
て
…
修
業
年
限
で
確
実
に
卒
業
ま
た
は
修
了

で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。

④�　

経
済
状
況
に
つ
い
て
…
修
学
を
継
続
す
る
た
め
に
、
引
き

続
き
奨
学
金
の
貸
与
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　

今
後
は
、
給
付
型
奨
学
生
に
つ
い
て
、
よ
り
厳
格
な
適
格
認
定

が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
概
要
は
、
文
部
科
学
省
給
付
型
奨
学
金

制
度
検
討
チ
ー
ム
が
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
設
計
に
つ
い
て　

議

論
の
ま
と
め
」（
２
０
１
６
年
12
月
）
で
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
る
。

 

給
付
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
渡
し
切
り
の
給
付
と
す

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
学
業
に 

励
ま
ず
学
業
成
績
が
著
し
く
不
振
な
者
や
学
生
と
し
て
相
応

し
く
な
い
行
為
（
懲
戒
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
行
為
）
を
行

う
者
に
対
し
て
給
付
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
適
格
認
定
制
度
を
活
用
し
、
毎
年
度
学
業
の

状
況
等
を
確
認
し
た
上
で
給
付
を
確
定
す
る
こ
と
と
し
、
学

業
成
績
の
著
し
い
不
振
等
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

給
付
の
廃
止
あ
る
い
は
給
付
し
た
額
に
つ
い
て
返
済
を
求
め

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
前
に
も
ま
し
て
、
大
学
は
適
格
認
定
を
通
じ

て
奨
学
生
の
継
続
可
能
性
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
大
学
の
負
担
は
増
す
こ
と
に
な
る
が
、
給
付
型
奨
学
金

は
公
的
補
助
金
つ
ま
り
税
金
を
原
資
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
有
効
な
使
用
が
求
め
ら
れ
、
大
学
は
適
格
認
定
を
よ
り
厳
格

に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
透
明
性
の
確

保
ひ
い
て
は
社
会
的
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
同
じ
趣
旨
か
ら
政
府
は
奨
学
金
の
効
果
の
検
証
を
行

う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４　
授
業
料
減
免
と
給
付
型
奨
学
金

　

国
の
学
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
制
度
と
し
て
は
、
支
援
機
構

奨
学
金
の
他
に
、
実
質
的
に
は
給
付
奨
学
金
と
ほ
ぼ
同
じ
役
割
を

果
た
し
て
い
る
授
業
料
減
免
制
度
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

は
設
置
者
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
６
年
度
予
算
が
約
３
２
０
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
私

立
大
学
に
は
、
私
立
学
校
共
済・

振
興
事
業
団
を
通
じ
て
約
86
億

円
が
補
助
さ
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
に
対
す
る
補
助
が
国
立
大
学

に
比
し
て
少
額
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
２
分
の
１
補
助
で
あ
る
か
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ら
、
私
立
大
学
は
、
こ
の
補
助
を
受
け
る
た
め
に
２
分
の
１
の
負

担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
公
立
大
学
で
は
地
方
交
付

税
交
付
金
に
含
ま
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共

団
体
に
補
助
の
実
施
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学

の
設
置
者
に
よ
っ
て
授
業
料
減
免
制
度
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
私
立
大
学
の
場
合
は
大
学・

学
部
な
ど

に
よ
っ
て
授
業
料
が
異
な
る
た
め
に
、
授
業
料
減
免
の
額
も
異
な

る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
料
が
高
い
分
、
支
援
を
増
や
す
べ
き
か
、

同
額
の
ほ
う
が
公
平
と
考
え
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は
あ
り

得
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
２
０
１
４
年
８
月
の
文
部
科
学
省
「
学

生
へ
の
経
済
的
支
援
の
在
り
方
」
で
は
、
将
来
の
方
向
性
と
し
て
、

授
業
料
減
免
を
給
付
型
奨
学
金
に
統
一
す
る
こ
と
も
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
私
立
大
学
の
場
合
、
２
分
の
１
補
助
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
全
て
の
大
学
が
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
授
業
料
減

免
と
呼
ば
ず
、
奨
学
金
と
呼
ん
で
い
る
大
学
も
多
い
。
こ
の
制
度

が
あ
る
大
学
で
、
今
回
の
給
付
型
奨
学
金
の
対
象
と
な
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
学
生
は
、
授
業
料
減
免
の
対
象
に
該
当
す
る
可
能

性
が
高
い
。
た
だ
し
、
授
業
料
減
免
は
予
約
型
で
は
な
く
、
予
見

可
能
性
が
低
い
。
た
と
え
減
免
の
基
準
を
満
た
し
て
も
、
予
算
な

ど
に
よ
っ
て
は
確
実
に
受
給
で
き
る
と
限
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

進
学
を
後
押
し
す
る
と
い
う
今
回
の
給
付
型
奨
学
金
の
目
的
に
は

あ
ま
り
効
果
が
な
い
。
つ
ま
り
、
今
回
の
給
付
型
奨
学
金
と
授
業

料
減
免
は
、
そ
の
目
的
も
効
果
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

給
付
型
奨
学
金
の
支
給
額
が
少
な
い
の
で
、
両
者
の
併
用
は
認
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

５　
大
学
の
場
合

　

多
く
の
大
学
が
奨
学
金
、
特
に
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
し
始
め

て
い
る
。
背
景
に
は
、
格
差
の
拡
大
や
雇
用
の
不
安
定
性
な
ど
に

よ
る
奨
学
金
返
済
の
困
難
さ
が
増
し
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
貸
与
型
は
未
返
済
問
題
が
常
に
あ
り
、
大
学
が
回
収
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
支
援
機
構
奨
学
金
の
拡
大
に
よ
り
、

貸
与
の
意
味
が
薄
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
学
の
貸
与
奨
学
金
は
無

利
子
の
場
合
が
多
く
、
支
援
機
構
第
１
種
奨
学
金
の
推
薦
枠
が
少

な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
支
援

機
構
第
２
種
奨
学
金
で
も
０・

１
％
と
い
う
低
金
利
の
た
め
、
無

利
子
の
優
位
性
は
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
金
利
変
動

型
は
さ
ら
に
０・

01
％
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
給
付
奨
学
金
（
日
本
私
立
大
学
連
盟
で
は
「
学
内
奨
学

金
」
と
呼
ん
で
い
る
）
の
創
設
に
は
も
う
一
つ
の
大
き
な
目
的
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
奨
学
金
に
よ
っ
て
学
生
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
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る
。
奨
学
金
は
、
獲
得
す
る
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
明
確
に

絞
っ
た
受
給
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
獲
得
の
強
力

な
手
段
と
な
る
。
早
稲
田
大
学
の
「
め
ざ
せ
！
都
の
西
北
奨
学
金
」

な
ど
は
そ
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
大
学
独
自
の
給
付
奨

学
金
の
問
題
は
、
学
生
の
必
要
性
に
応
じ
て
定
め
る
ニ
ー
ド
ベ
ー

ス
基
準
で
は
な
く
、
学
生
獲
得
の
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
ベ
ー
ス
基
準

に
な
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
英
米
の
高
授
業
料・

高

奨
学
金
政
策
で
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

英
米
の
多
く
の
大
学
で
は
、
授
業
料
を
値
上
げ
す
る
と
同
時
に
、

独
自
の
給
付
奨
学
金
も
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
増
加
さ
せ

る
と
い
う
高
授
業
料・

高
奨
学
金
政
策
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
の
大
学
は
高
授
業
料・

高
奨
学
金
政
策
に
移
行
し
に
く
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
給
付
奨
学
金
の
原
資
は
基
金
の
運
用
収
益

で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
の
多
く
の
大
学
で
は
給
付
奨
学
金
に

使
え
る
よ
う
な
十
分
な
基
金
が
な
い
た
め
、
給
付
奨
学
金
は
、
高

い
授
業
料
を
納
付
さ
せ
る
学
生
か
ら
給
付
奨
学
生
へ
の
直
接
の
補

助
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
性
格
が
み
え
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
公

平
で
な
い
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
高
授

業
料・

高
奨
学
金
政
策
を
採
用
す
る
大
学
が
今
後
大
幅
に
増
加
し

て
い
く
と
は
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
大
学
は
独
自
の

授
業
料
と
奨
学
金
政
策
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

６　
今
後
の
課
題

　

所
得
連
動
型
奨
学
金
返
還
制
度
や
給
付
型
奨
学
金
は
、
新
し
い

だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
選
択
の
可
能
性
が

増
え
た
こ
と
は
朗
報
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
情
報
の
十
分
な
周
知

の
た
め
に
大
学
は
説
明
会
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
相
談
制
度
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
、
今
後
問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
は
、
従
来
の
定
額
返

還
型
と
選
択
制
に
な
っ
た
た
め
に
選
択
の
困
難
さ
が
増
し
た
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
選
択
を
難
し
く
し
て
い
る
の
は
、
保
証
料
の
問

題
で
あ
る
。
支
援
機
構
奨
学
金
に
は
、
人
的
保
証
と
機
関
保
証
の

二
つ
の
保
証
制
度
が
あ
る
。
人
的
保
証
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、

連
帯
保
証
人
は
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
人
、
保
証
人
は
４
親

等
以
内
の
親
族
で
本
人
お
よ
び
連
帯
保
証
人
と
別
生
計
の
人
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
奨
学
金
を
希
望
す
る
者
は
も
と
も
と
中
低
所

得
層
で
あ
り
、
返
済
能
力
に
乏
し
い
場
合
が
多
い
た
め
、
保
証
人

を
立
て
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
保
証
人
に
、
将

来
、
返
済
の
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
場
合
に
有
効
な
の
が
機
関
保
証
で
あ
る
。
機
関
保
証

制
度
で
は
、
連
帯
保
証
人
お
よ
び
保
証
人
は
不
要
で
あ
る
。
奨
学

金
の
返
還
を
延
滞
し
た
場
合
、
保
証
機
関
が
奨
学
生
に
代
わ
っ
て
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残
額
を
一
括
返
済
す
る
。
そ
の
後
、
保
証
機
関
が
奨
学
生
に
返
済

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
保
証
人
を
立
て
る
必
要

は
な
く
な
る
が
、
保
証
料
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
保
証
料
は
、

第
１
種
奨
学
金
国
立
大
学
自
宅
で
月
額
１
７
８
２
円
、
私
立
大
学

自
宅
外
で
３
１
３
７
円
、
第
２
種
奨
学
金
で
は
、
１
１
８
１
円
か

ら
６
９
８
６
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
奨
学
金
支
給
額
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
。

　

こ
の
定
額
返
還
型
と
所
得
連
動
型
の
選
択
は
、
貸
与
終
了
時
ま

で
変
更
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
定
額
返
還
型
で
、
か
つ
人

的
保
証
制
度
を
選
択
し
た
奨
学
生
が
、
卒
業
後
の
雇
用
の
不
安
定

性
な
ど
か
ら
新
所
得
連
動
返
還
型
制
度
に
変
更
し
た
い
場
合
、
保

証
料
を
一
括
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
の
場
合
、

第
１
種
国
立
大
学
自
宅
で
約
８・

６
万
円
、
私
立
大
学
自
宅
外
で

は
約
15
万
円
を
一
括
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
来
は
返
還
が
困
難
な
た
め
に
定
額
返
還
型
か
ら
新
所
得
連
動
返

還
型
に
変
更
を
希
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
変
更
は
実

質
的
に
か
な
り
難
し
く
な
る
。

　

つ
ま
り
、
第
１
種
奨
学
金
の
貸
与
を
申
請
す
る
者
は
、
人
的
保

証
で
定
額
返
還
型
か
、
保
証
料
を
支
払
っ
て
定
額
返
還
型
か
、
新

所
得
連
動
返
還
型
（
保
証
料
を
支
払
う
）
か
を
、
事
実
上
、
貸
与

前
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
の
返
還
の
見
込
み
や
保

証
人
に
対
す
る
リ
ス
ク
な
ど
と
保
証
料
を
支
払
う
こ
と
を
勘
案
し

て
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
非
常
に
難
し
い
選
択
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
無
用
な
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

制
度
の
周
知
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
学
や
高
校
の
現
場
や
支
援
機
構
は
現
在
の
業
務
だ

け
で
す
で
に
過
重
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
現
状
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
へ
協
力
を
要
請
し
、
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ・

ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
の
養
成
に
乗
り
出
し
た
。
よ
う
や
く
、
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
へ
の
取
組
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
筆
者
個
人
は
、
今
回
の
給
付
型
奨
学
金
は
大
学
進
学
以

前
の
予
約
型
で
あ
る
か
ら
、
今
後
、
在
学
時
採
用
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、保
護
者
の
リ
ス
ト
ラ
や
病
気
、死
亡

な
ど
の
家
計
急
変
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
筆
者
ら
が
実
施
し

た
大
学
中
退
者
調
査
結
果
か
ら
も
、
授
業
料
が
納
入
で
き
ず
に
中

退
や
除
籍
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
二
つ
の
新
し
い
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
奨
学
金

制
度
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
大
学
側
の
積
極
的
な
対

応
に
期
待
し
た
い
。�
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は
じ
め
に

　

暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
２
０
１
６
年
12
月
19
日
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
が
正
式
に
決
定
し
た
。
年
初
の

通
常
国
会
で
文
部
科
学
大
臣
が
「
政
府
全
体
で
実
現
に
向
け
て
検

討
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」（
２
０
１
６
年
１
月
18
日
参
議
院

予
算
委
員
会
、
馳
浩
前
文
部
科
学
大
臣
発
言
）
と
前
向
き
な
考
え

を
示
し
て
以
降
、
急
速
に
作
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

も
そ
も
国
際
的
に
は
奨
学
金
（scholarship

）
は
返
還
不
要
な
も

の
で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
34
カ
国
中
、
公
的
な
給
付
型
奨
学
金

制
度
が
存
在
し
な
い
の
は
日
本
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
２
カ
国
だ
け

で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
大
き
な
一
歩
と
い
え
よ
う
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
は
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
以
下
、
私
大
連

盟
）
学
生
委
員
会
奨
学
金
等
分
科
会
も
繰
り
返
し
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
に
は
「
給
付
奨
学
金
制
度
の
創
設

に
関
す
る
要
望
」
を
作
成
し
、
同
年
12
月
に
文
部
科
学
大
臣
に
提

出
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
議
論

の
基
礎
を
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
私
立
大
学
に
お
け
る
学

内
奨
学
金
制
度
の
推
移
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、「
要
望
」
を
敷
衍

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
の
機
会
均
等
の
見
地
よ
り
問
題
点
の

整
理
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

１�　
私
立
大
学
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
制
度�

―
給
付
型
中
心
の
制
度
設
計

　

公
的
な
給
付
型
奨
学
金
が
産
声
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、
私
立
大
学
の
学
内
奨
学
金
は
す
で
に
給
付
型
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
奨
学
金
等
分
科
会
が
実
施
し
た
「
平
成
28
年
度
奨
学
金

等
調
査
（
平
成
27
年
度
実
績
）」
に
よ
る
と
、
平
成
27
年
度
に
お
け

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

私
立
大
学
と
給
付
型
奨
学
金

坂
本 

雅
士
●
立
教
大
学
学
生
部
長
、
経
済
学
部
教
授
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
学
生
委
員
会
奨
学
金
等
分
科
会
分
科
会
長
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る
給
付
型
（
学
部
学
生
対
象
）
は
支
給
人
数
７
万
８
０
１
３
人
、

支
給
金
額
２
５
９
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
り
（
図
表
１
）、
後
述
の

貸
与
型
（
図
表
２
）
と
比
べ
る
と
人
数
は
20
倍
、
金
額
は
11・

２

倍
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
家
計
急
変・

災
害
援
助
へ
の
給

付
が
激
増
し
た
平
成
23
年
度
以
降
、
給
付
型
は
支
給
人
数
、
金
額

と
も
概
ね
横
ば
い
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
大
き
な
変
化
が
み

ら
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
か
ら
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
や
学
生
の
多
様
化
に
応
じ
て
、
各
大
学
が
既
存

の
奨
学
金
の
ス
ク
ラ
ッ
プ・

ア
ン
ド・

ビ
ル
ド
を
実
施
し
て
お
り
、

予
約
型
奨
学
金
を
は
じ
め
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
奨
学
金
、

し
ょ
う
が
い
学
生
（
身
体
、
精
神
）
に
対
す
る
経
済
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
が
構
築
さ
れ
た
。
傾
向
と
し
て
、
成
績
優

秀
者
や
ス
ポ
ー
ツ
実
績
の
あ
る
学
生
へ
の
給
付
（
育
英
目
的
）
か

ら
家
計
困
窮
者
を
対
象
と
し
た
給
付
（
経
済
支
援
目
的
）

へ
の
移
行
や
、
国
際
化
推
進
と
い
う
国
の
施
策
と
も
相
ま
っ

て
、
派
遣
留
学
に
係
る
給
付
の
増
加
（
支
給
人
数
、
金
額
）

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
予
約
型
奨
学
金
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
増
え
、
関
東
地
方
の
大
学
で
は
首
都
圏
の
学
生
を
対

象
に
し
た
奨
学
金
も
開
発
さ
れ
て
い
る
（
従
来
は
一
都
三

県
以
外
の
学
生
が
対
象
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
貸
与
型
は
人
数
、
金
額
と
も
に
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
は
、
人
数
が
前
年

度
比
14・

２
％
減
の
３
９
０
０
人
、
金
額
が
同
15・

２
％

減
の
23
億
円
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
こ
の
背
景
に

は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
奨
学

金
の
制
度
拡
大
、
貸
与
型
奨
学
金
制
度
に
伴
う
返
還
管
理

の
困
難
さ
、
学
生・

保
護
者
の
貸
与
型
奨
学
金
に
対
す
る

図表１　給付型奨学金（推移）

図表２　貸与型奨学金（推移）

（私大連盟学生委員会奨学金等分科会『平成28年度）奨学金等分科会報告書』平成29年3月より抜粋　

30,000,000

25,000,000

20,000,000

15,000,000

10,000,000

5,000,000

0

金額（千円） 人数（人）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

90,000
80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

82,611

28,029,811 27,209,302 25,902,459 25,949,754 25,966,109

79,678 75,817 75,551 78,013

4,500,000
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返
還
の
不
安
（
ロ
ー
ン
回
避
）
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

２�　
「
給
付
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
関
す
る
要
望
」の�

提
出
―
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
て

　

注
目
を
集
め
て
い
る
公
的
給
付
型
奨
学
金
制
度
で
あ
る
が
、
実

質
的
に
給
付
型
奨
学
金
と
同
じ
機
能
を
果
た
す
国
の
施
策
は
す
で

に
存
在
し
て
い
る
。
授
業
料
等
減
免
制
度
や
、
大
学
院
生
対
象
の

「
特
に
優
れ
た
業
績
に
よ
る
返
還
免
除
制
度
」
で
あ
る
（
過
去
に

は
、
教
職
特
別
免
除
〔
１
９
９
７
年
廃
止
〕、
大
学
院
研
究
職
免
除

〔
２
０
０
４
年
廃
止
〕）。

　

奨
学
金
等
分
科
会
で
は
、
高
等
教
育
を
望
む
全
て
の
人
々
に
等

し
く
給
付
的
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創

設
を
「
要
望
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
が
、
そ
の
経
緯
と
し
て
、

私
立
大
学
の
経
済
困
窮
者
へ
の
給
付
的
支
援
が
国
立
大
学
に
比
し

て
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
る
。

⑴　

授
業
料
等
減
免
制
度
に
み
る
国
立・

私
立
間
格
差

　

図
表
３
は
、
授
業
料
等
減
免
制
度
の
推
移
を
国
立・

私
立
大
学

別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
国
立
大
学
で
授
業
料

が
免
除
（
全
額
約
54
万
円・

半
額
約
27
万
円
）
さ
れ
た
実
人
数
は

約
18・

６
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
立
大
学
の
総
学
生
数
約
60
万

人
の
31
％
に
当
た
る
。
一
方
、
同
年
度
に
私
立
大
学
の
経
常
費
補

助
事
業
で
授
業
料
等
減
免
の
対
象
に
な
っ
た
学
生
数
は
、
申
請
者

ベ
ー
ス
で
約
４・

０
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
私
立
大
学
の
総
学
生

数
約
２
０
０
万
人
の
２・

０
％
で
あ
る
（
減
免
額
は
１
人
当
た
り

約
21
万
円
）。
こ
の
よ
う
に
、
授
業
料
等
減
免
対
象
者
数
に
は
国
立

と
私
立
で
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
数
値
（
国
立
：

18・

６
万
人
、
私
立
：
４・

０
万
人
）
を
経
済
的
な
修
学
支
援
が

必
要
な
人
数
と
の
割
合
で
み
る
と
、
さ
ら
に
顕
著
な
状
況
が
浮
き

彫
り
に
な
る
。

　

経
済
的
修
学
支
援
の
対
象
者
数
は
、
家
庭
の
年
間
収
入
か
ら
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
統
計
局
の
所
得
の
五
分
位
階
級

（
第
Ⅰ
分
位
４
９
１
万
円
未
満
、
第
Ⅱ
分
位
６
５
４
万
４
０
０
０
円

未
満
、
第
Ⅲ
分
位
８
１
０
万
１
０
０
０
円
未
満
、
第
Ⅳ
分
位
１
０

２
１
万
円
未
満
、
第
Ⅴ
分
位
１
０
２
１
万
円
以
上
）
の
う
ち
、
第

Ⅰ
分
位
を
支
援
対
象
と
み
な
す
と
、
こ
の
層
に
該
当
す
る
学
生
は

国
立
、
私
立
大
学
共
に
約
20
％
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
12
万
人
（
60

万
人
×
20
％
）
と
約
40
万
人
（
２
０
０
万
人
×
20
％
）
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
事
実
上
の
支
援
規
模
は
、
国
立
大
学
で
は
支
援
が

必
要
な
層
の
約
１
５
５
％
（
18・

６
万
人
／
12
万
人
）、
私
立
大
学

で
は
約
10
％
（
４・

０
万
人
／
40
万
人
）
と
な
り
、
実
に
15
倍
の

格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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（
注�

）
給
付
型
奨
学
金
制
度
で
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
１
学
年
２

万
人
を
対
象
に
、
学
力・

資
質

を
考
慮
の
う
え
、
国
公
立
自
宅
：

２
万
円
、
国
公
立
自
宅
外・

私

立
自
宅
：
３
万
円
、
私
立
自
宅

外
：
４
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
給
付

さ
れ
る
。
な
お
、
給
付
額
に
つ

い
て
「
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、

国
費
に
よ
る
授
業
料
減
免
制
度

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

減
免
を
受
け
た
国
立
大
学
生
に

つ
い
て
は
減
額
を
含
め
調
整
を

行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。」
と

一
定
の
配
慮
が
示
さ
れ
て
い
る

（
文
部
科
学
省 

給
付
型
奨
学
金

制
度
検
討
チ
ー
ム
「
給
付
型
奨

学
金
制
度
の
設
計
に
つ
い
て

〈
議
論
の
ま
と
め
〉」
平
成
28
年

12
月
19
日
）。

図表３　国私別授業料等減免制度の推移

年　度 H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

国
立
大
学

① 授業料免除予算額 225億円 268億円 291億円 301億円 311億円
　うち、復興特別会計 ― 14億円 11億円 7億円 ４億円
予算上の免除対象人数 4.2万人 5.2万人 5.6万人 5.5万人 5.7万人
　うち、復興特別会計分 ― 0.2万人 0.2万人 0.1万人 記載なし
前年度比（金額ベース） ＋19.1% ＋8.6% ＋3.4% ＋3.3%

② 授業料免除実績額 351億円 373億円 393億円 NA　 ―
　うち、復興特別会計 21億円 15億円 17億円 ―
授業料免除実人数 17.7万人 18.4万人 18.6万人 NA　 ―
　うち、復興特別会計分 0.9万人 0.7万人 0.8万人

私
立
大
学

③ 授業料減免等補助予算 49億円 118億円 120億円 116億円 102億円
　うち、復興特別会計 ― 61億円 50億円 35億円 17億円
予算上の減免対象人数 3.3万人 5.4万人 5.9万人 3.9万人 4.2万人
　うち、復興特別会計分 ― 記載なし 記載なし 記載なし 記載なし
前年度比（金額ベース） ＋140.8% ＋1.7% －3.3% －12.1%

④ 大学への交付額実績＊１ 133億円 101億円 82億円 80億円 ―
　うち、復興特別会計 81億円 43億円 23億円 19億円 ―
減免対象人数（大学申請者数）＊2 3.2万人 4.4万人 4.0万人 4.1万人 ―
　うち、復興特別会計分 ― 1.0万人 0.5万人 0.4万人 ―

出所：文部科学省、日本私立学校振興・共済事業団
※�国立大学（①②）は学生に対する授業料免除額、私立大学（③④）は大学に対する補助金額（前年度の
大学経常費による学生への減免等実績に対する2分の1補助、復興特別会計（震災対応分）は減免実績の
3分の２補助）を示す。

※各データは以下より掲載
①　「文部科学省　予算主要事項（平成23～27年度）」［文部科学省HPより］
②　文部科学省高等教育局への問合せ回答結果を掲載
③　前掲①に同じ
④　私立大学等経常費補助金に関する交付額実績・減免対象人数（申請者数）
＊１�　「私立大学等経常費補助金　特別補助内訳表（平成23～26年度）」［日本私立学校振興・共催事業

団HPより］
＊２　日本私立学校振興・共催事業団への問合せ回答結果を掲載

（奨学金等分科会「給付奨学金制度の創設に関する要望」平成27年より抜粋）
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⑵　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
奨
学
金
の
貸
与
状
況
か
ら
の
示
唆

　

図
表
４
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
奨
学
金
の
貸
与
状
況
を
学
部・

大
学

院
別
、
国
立・

私
立
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
学
部
学
生
（
図

表
４
―
１
）
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
で
は
第
一
種
（
無
利
子
）

が
横
ば
い
か
ら
微
増
、
第
二
種
（
有
利
子
）
は
平
成
24
年
度
は
前

年
比
４・

３
％
減
、
平
成
25
年
度
は
同
６・

５
％
減
と
な
り
、
３

年
間
で
10
％
以
上
も
激
減
し
た
。
反
対
に
、
私
立
大
学
で
は
第
一

種
は
同
期
間
に
10
％
以
上
増
加
し
、
第
二
種
も
漸
増
し
て
い
る
。

　

大
学
院
生
（
図
表
４
―
２
）
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学

の
第
二
種
、
私
立
大
学
の
第
一
種
お
よ
び
第
二
種
で
貸
与

額
が
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
大
学
院
生
の
場
合
、「
特
に
優

れ
た
業
績
に
よ
る
返
還
免
除
制
度
」
に
よ
り
、
第
一
種
の

貸
与
を
受
け
た
者
の
３
割
を
上
限
と
し
て
、
貸
与
期
間
終

了
時
に
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
返
還
が
免
除
さ
れ

る
が
、
貸
与
額
も
貸
与
人
員
も
国
立
は
私
立
の
約
２
倍
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
免
除
枠
も
２
倍
与
え
ら
れ
る
計
算
と
な

る
。
な
お
、
学
校
別
割
当
数
に
は
過
去
３
年
の
採
用
実
績

数
が
ベ
ー
ス
と
な
る
た
め
、
私
立
大
学
の
減
少
傾
向
（
第

一
種
）
は
免
除
枠
に
も
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

最
も
困
窮
度
の
高
い
層
（
所
得
五
分
位
の
第
Ｉ
分
位
）

は
、
概
ね
第
一
種
の
家
計
基
準
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
立
大
学
で
は
、
授
業
料
等
減
免
制
度
が
第

一
種
奨
学
金
を
あ
る
程
度
肩
代
わ
り
し
て
い
る
が
、
私
立

大
学
で
は
給
付
的
支
援
が
不
十
分
な
た
め
、
貸
与
奨
学
金

を
利
用
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
第
二
種
貸
与
者
の
減

図表４　日本学生支援機構奨学金の貸与状況（平成23～25年度）

図表4-1（学部） 図表4-2（大学院）

出典：日本学生支援機構提供資料「平成23～25年度貸与状況」より作成
※学校別割当数の算出規準（参考：上記「平成23～25年度貸与状況」より）
〈学　部〉　第一種：①入学実員より50%　②返還延滞率30%
　　　　　　　　　③過去3年の採用実績20%
　　　　　第二種：①過去3年の採用実績70%　②返還延滞率20%
　　　　　　　　　③入学実員10%学校別割当数の算出規準
〈大学院〉　第一種、第二種とも　①過去3年の採用実績70%
　　　　　　　　　　　　　　　②返還延滞率20%　③入学実員10%
（奨学金等分科会「給付奨学金制度の創設に関する要望」平成27年より抜粋）

■国  立
第一種 40,179 41,444 41,982

■私  立
第一種 115,074 121,193 129,432

■国  立
第二種 84,051 80,469 75,212

■私  立
第二種 482,961 492,026 493,504

平成23年度 平成24年度 平成25年度

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

貸
与
金
額
（
百
万
円
）

■国  立
第一種 36,933 37,669 36,819

■私  立
第一種 19,790 19,208 18,248

■国  立
第二種 12,720 9,934 8,529

■私  立
第二種 9,206 7,269 5,584

平成23年度 平成24年度 平成25年度

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

貸
与
金
額
（
百
万
円
）
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少
は
、
有
利
子
に
対
す
る
抵
抗
感
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
中
で
、
私
立
大
学
の
学
部
学
生
の
み
、
第
一
種
、
第
二

種
と
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貸
与
奨
学
金
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
厳
し
い
家
計
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に
―
奨
学
金
制
度
を
め
ぐ
る
課
題

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
学
生
の
多
様
化
に
応
じ
て
、

奨
学
金
制
度
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
こ

の
間
、
各
大
学
は
、
経
済
支
援
型
と
育
英
型
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
つ
つ
、
出
願
者
が
少
な
く
原
資
が
余
っ
て
い
る
も
の
か
ら
ニ
ー

ズ
が
高
い
も
の・

必
要
な
も
の
へ
と
、
既
存
の
奨
学
金
の
ス
ク
ラ
ッ

プ・

ア
ン
ド・

ビ
ル
ド
を
実
施
し
て
き
た
。
大
き
な
方
向
性
は
、

貸
与
型
か
ら
給
付
型
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。

　

今
後
、
奨
学
金
制
度
を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

こ
に
内
在
す
る
課
題
に
も
積
極
的
に
目
を
向
け
、
対
策
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
い
か
に
大
学
独
自
の
奨
学
金
予
算
の
効
率
的

運
用
を
行
う
か
、
新
た
な
財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
、
ど
こ
ま
で

の
選
考
要
件
を
付
す
か
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
調
達
と
い
っ
た
課
題
は

各
大
学
共
通
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
財
源
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
現
在
は
学
生
と
し
て
支
援
を
受
け
て
い
る
者
が
将
来
は

支
援
す
る
側
に
ま
わ
る
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
支
援
者
の
層

は
確
実
に
減
少
し
続
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
奨
学
金
資
金
を
大
き

な
視
点
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
各
大
学
は
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
奨
学
金
貸
与
事
業
で
、
返
還
が
滞
っ
た

利
用
者
や
父
母
ら
に
残
額
の
一
括
返
還
を
求
め
る
訴
訟
が
激
増
（
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
が
発
足
し
た
平
成
16
年
度
の
58
件
に
対
し
、
平
成
24
年

度
は
６
１
９
３
件
〔
中
日
新
聞
２
０
１
６
年
１
月
３
日
、
朝
刊
１

面
〕）
し
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
３
人

に
１
人
が
非
正
規
雇
用
と
い
う
長
引
く
雇
用
不
安
や
所
得
低
下
の

影
響
、
学
費
の
高
騰
（
私
大
平
均
86
万
円
、
国
立
約
54
万
円
：
こ

の
40
年
間
で
私
大
は
４
倍
、
国
立
大
は
15
倍
に
上
昇
）
と
、
そ
れ

に
伴
う
貸
与
額
の
増
大
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
奨
学
金
受
給
者
の

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
さ
も
、
後
の
延
滞
に
つ
な
が
る
見
逃
せ
な

い
要
因
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
受
給
者
に
対
す
る
金
融
教
育
の

必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
公
的
給
付
型
奨
学

金
制
度
で
も
、
奨
学
金
や
福
祉
資
金
制
度
を
含
む
各
種
制
度
の
説

明
や
進
学
費
用
準
備
の
た
め
の
資
金
計
画
の
相
談
を
行
う
「
ス
カ

ラ
シ
ッ
プ・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
（
仮
称
）」
の
実
施
が
う
た
わ
れ

て
お
り
、
各
大
学
に
お
い
て
も
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。�

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する
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は
じ
め
に

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、
機
構
）
は
、
理

事
長
以
下
７
名
の
役
員
と
５
０
３
名
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

の
職
員
で
構
成
さ
れ
、「
奨
学
金
貸
与
事
業
」「
留
学
生
支
援
事
業
」

「
学
生
生
活
支
援
事
業
」
の
３
事
業
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
る
機

関
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
中
核
を
な
し
て
い
る
の
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
奨
学
金
貸
与
事
業
で
あ
る
。

１　
奨
学
金
貸
与
の
現
状

　

機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
平
成
28
年
11
月
に
、
広
く
社
会

一
般
に
向
け
た
デ
ー
タ
集
「
奨
学
金
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
」
を
公
表
し
て
い
る
。

　

本
機
構
は
、
昭
和
18
年
の
制
度
創
設
以
来
、
旧
日
本
育
英
会
の

時
代
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
に
１
２
０
３
万
人
に
対
し
17
兆
円
を
貸

与
し
て
き
た
。

　

平
成
27
年
度
は
１
３
２
万
人
に
約
１
兆
６
３
８
億
円
を
貸
与
し

て
お
り
（
図
表
１
）、
大
学
生
な
ど
の
38
％
、
お
よ
そ
２・

６
人
に

１
人
が
機
構
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
私
立
大
学

の
学
生
に
対
す
る
貸
与
は
、
学
部
、
大
学
院
を
合
わ
せ
て
約
77
万

６
０
０
０
人
（
私
立
大
学
全
学
生
数
に
お
け
る
比
率
も
、
全
体
と

同
じ
く
38
％
、
２・

６
人
に
１
人
で
あ
る
）、
貸
与
金
額
は
約
６
４

０
０
億
円
で
あ
る
。

　

一
方
、
平
成
27
年
度
末
時
点
に
お
い
て
返
還
を
開
始
し
て
い
る

元
奨
学
生
は
３
９
３
万
人
で
、
こ
の
う
ち
１
日
で
も
延
滞
し
て
い

る
の
は
約
32
万
８
０
０
０
人
、
金
額
に
し
て
８
８
０
億
円
で
あ
る
。

　
「
１
日
以
上
の
延
滞
者
数
」
に
は
、
口
座
の
残
高
不
足
な
ど
に
よ

り
う
っ
か
り
延
滞
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
て
お
り
、
改

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

日
本
学
生
支
援
機
構
　
奨
学
事
業
戦
略
部
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め
て
返
還
し
た
り
、
後
に
述
べ
る
返
還
期
限
猶
予
の
申
請
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
３
カ
月
以
内
に
延
滞
を
解
消
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
返
還
が
３
カ
月
以
上
延
滞
し
た
人
数
を
み
る

と
、
平
成
27
年
度
末
に
は
約
16
万
５
０
０
０
人
で
あ
っ
た
。

　

ピ
ー
ク
時
の
平
成
21
年
度
末
に
は
約
21
万
１
０
０
０
人
で
あ
っ

た
が
、
以
降
、
毎
年
度
減
少
し
て
お
り
、
全
返
還
者
に
占
め
る
３

カ
月
以
上
の
延
滞
者
の
比
率
は
平
成
16
年
度
以
降
一
貫
し
て
減
少

し
続
け
、
平
成
27
年
度
末
時
点
で
は
４・

２
％
ま
で
下
が
っ
て
い

る
（
図
表
２
）。

　

特
に
新
規
返
還
者
（
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で

に
返
還
を
開
始
し
た
者
）
で
は
、
金
額
ベ
ー
ス
の
返
還
率
で
み
る

と
97・

４
％
で
、
未
返
還
は
、
２・

６
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
き
ち
ん
と
返
還
し
、
あ
る
い
は
返
還
期
限

猶
予
制
度
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

図表１　奨学金の貸与金額・貸与者数（実績）の推移

貸与金額（億円） 貸与者数（千人）

第一種
奨学金

（無利子）

第二種
奨学金

（有利子）

第一種
奨学金

（無利子）

第二種
奨学金

（有利子）

平成16年度 6,599 2,488 4,112 931 418 513

17 7,250 2,522 4,727 978 401 577

18 7,818 2,524 5,294 1,009 377 632

19 8,250 2,473 5,777 1,037 349 688

20 8,925 2,479 6,446 1,110 348 762

21 9,596 2,486 7,110 1,181 358 823

22 10,118 2,527 7,591 1,231 362 869

23 10,586 2,565 8,021 1,290 379 910

24 10,815 2,676 8,139 1,319 402 917

25 10,933 2,811 8,123 1,339 427 912

26 10,805 3,011 7,794 1,336 462 874

27 10,638 3,158 7,480 1,324 487 837
　※四捨五入の関係で計が合わない場合がある。

図表２　返還者数と延滞者数の推移

返 還 者 数（Ａ）（千人）

１日以
上の延
滞者数
（Ｂ）

Ｂ/Ａ

３か月
以上の
延滞者
数（Ｃ）

Ｃ/Ａ

平成16年度末 1,848 249 13.5% 183 9.9%

17　 1,989 262 13.2% 185 9.3%

18　 2,156 281 13.0% 194 9.0%

19　 2,356 297 12.6% 200 8.5%

20　 2,538 310 12.2% 203 8.0%

21　 2,731 336 12.3% 211 7.7%

22　 2,920 341 11.7% 208 7.1%

23　 3,117 331 10.6% 197 6.3%

24　 3,334 334 10.0% 194 5.8%

25　 3,535 334 9.4% 187 5.3%

26　 3,741 328 8.8% 173 4.6%

27　 3,928 328 8.3% 165 4.2%

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する
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る
。
も
ち
ろ
ん
、
機
構
と
し
て
は
さ
ら
な
る
延
滞
状
況
の
改
善
に

向
け
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２�　
奨
学
金
貸
与
事
業
の
財
源
、民
間
の「
教
育
ロ
ー

ン
」と
の
違
い
お
よ
び
学
校
と
の
連
携

　

奨
学
金
貸
与
事
業
の
財
源
は
、
元
は
と
い
え
ば
国
の
一
般
会
計

や
財
政
融
資
資
金
か
ら
の
借
入
金
と
、
国
か
ら
利
子
の
補
給
を
受

け
て
民
間
金
融
機
関
か
ら
調
達
し
た
資
金
で
あ
る
が
、
現
状
は
貸

与
原
資
の
７
割
強
が
元
奨
学
生
か
ら
の
返
還
金
で
あ
る
。
奨
学
金

貸
与
制
度
は
、
返
還
金
を
次
世
代
の
た
め
の
貸
与
原
資
と
し
て
回

転
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
貸
与
制
と
は
い
っ
て
も
、
民
間
の
「
教
育
ロ
ー
ン
」

と
は
大
い
に
違
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
多
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
前
述
し
た
国
か
ら
の
借
り
入
れ
に
よ
る
原
資
は
も

と
よ
り
、
有
利
子
で
も
在
学
中
は
利
息
を
と
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

借
り
入
れ
金
の
利
払
い
の
た
め
の
国
庫
補
助
を
受
け
、
事
業
の
運

営
経
費
も
国
か
ら
の
交
付
金
に
よ
っ
て
い
て
、
機
構
は
利
ザ
ヤ
を

取
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
無
利
息
あ
る
い
は
非
常
に
低
い
利
率
で
、

奨
学
生
に
非
常
に
有
利
な
条
件
で
貸
与
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
全
て
、「
納
税
者
＝
国
民
」
の
理
解
が
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。

　

第
二
に
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
置
」
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

①�　

月
々
の
割
賦
金
額
の
返
還
が
経
済
的
に
困
難
で
あ
る
場
合
に
、

こ
れ
を
半
額
に
す
る
減
額
返
還
制
度

②�　

事
情
が
あ
っ
て
返
還
が
困
難
な
場
合
、
奨
学
金
の
返
還
期
限

を
先
延
ば
し
に
し
て
、
一
定
期
間
返
還
を
猶
予
す
る
返
還
期
限

猶
予
制
度

③�　

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
死
亡
ま
た
は
心
身
の
障
害
に

よ
っ
て
返
還
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
返
還
免
除
す
る
返
還
免
除
制
度

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
奨
学
金
貸
与
事
業
の
重
要
な
柱
と
し
て

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
民
間
の
「
教
育
ロ
ー
ン
」
に
は
な

い
制
度
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
学
校
の
協
力
」
を
取
り
上
げ
た
い
。
奨
学
生
の
募
集

や
選
考
過
程
を
通
じ
て
、
機
構
の
奨
学
金
制
度
は
学
生
に
対
す
る

窓
口
業
務
を
学
校
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
在

学
中
も
、
奨
学
生
の
適
格
性
の
審
査
な
ど
の
業
務
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
卒
業
後
の
返
還
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
学
校
と

機
構
と
の
手
厚
い
連
携
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、

民
間
の
「
教
育
ロ
ー
ン
」
と
明
ら
か
に
異
な
る
点
と
考
え
ら
れ
る
。
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機
構
の
奨
学
金
事
業
は
、
国
の
事
業
と
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る

社
会
の
信
頼
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

次
世
代
に
も
奨
学
金
の
サ
イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
と
円
滑
な
ら
し
め

る
た
め
に
、
貸
与
し
た
奨
学
金
の
確
実
な
返
還
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
学
校
と
機
構
と
の
緊
密
な
連
携
プ
レ
ー
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

３　
奨
学
金
貸
与
事
業
に
係
る
最
近
の
動
向

　

現
在
、
日
本
の
奨
学
制
度
に
関
し
て
、
歴
史
的
な
変
革
を
目
指

し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
記
述
の
時
点
（
平
成
29

年
２
月
上
旬
現
在
）
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
法
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
ま
た
平
成
29
年
度
政
府
予

算
案
の
国
会
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
「
案
」
に

基
づ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
（
図
表
３
）。

⑴
　
有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
の
流
れ

　

無
利
子
の
貸
与
基
準
に
合
致
し
て
い
な
が
ら
、
な
お
採
用
で
き

な
か
っ
た
者
（
い
わ
ゆ
る
残
存
適
格
者
）
約
２
万
４
０
０
０
人
を

解
消
で
き
る
よ
う
、
平
成
29
年
度
政
府
予
算
案
で
は
無
利
子
奨
学

金
の
貸
与
人
員
の
大
幅
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

入入学学時時のの負負担担ををササポポーートト

 日本学生支援機構（JASSO）「給付型奨学金」（給付）

・児童養護施設退所者等に対し、一時金として2244万万円円を給付

 JASSO「入学時特別増額貸与奨学金」（有利子）

 都道府県社会福祉協議会「生活福祉資金貸付」（無利子）

 都道府県等「母子父子寡婦福祉資金貸付金」（無利子）

給給付付型型奨奨学学金金のの創創設設 (H29～先行実施）

対象：非課税世帯で一定の学力・資質要件を満たす学生

 在籍する高校長による推薦

（H29は私立・自宅外生と児童養護施設退所者等のみを対象）

 給付額：月月額額２２～～４４万万円円（国公私別や通学形態による）

低低所所得得世世帯帯はは、、無無利利子子奨奨学学金金のの成成績績基基準準をを実実質質的的にに撤撤廃廃
 従来の要件（評定平均値3.5以上）を満たさなくても借りられます。

基基準準をを満満たたすす全全ててのの希希望望者者にに無無利利子子奨奨学学金金をを貸貸与与

 貸与基準を満たす希望者全員が無利子奨学金を借りられるよう、事業

規模を大幅に拡充します。

有有利利子子奨奨学学金金のの貸貸与与利利率率のの下下限限引引きき下下げげ

 （従来）下限0.1% → （見直し後）0.01%
 市場の低金利の恩恵を受けやすくし、返還利子負担を軽減します。

新新たたなな所所得得連連動動返返還還型型奨奨学学金金制制度度のの導導入入
 返還月額が卒業後の所得に連動する「所得連動返還型奨学金制度」

を導入します（H29新規貸与者より）。

低低所所得得者者向向けけ減減額額返返還還制制度度のの拡拡充充

返還が困難な方は、最長10年間、返還月額を１/２に減額します。
 さらに減額幅を大きくする制度改正も検討中です。

「「ススカカララシシッッププ・・アアドドババイイザザーー（（仮仮称称））」」のの養養成成・・認認定定・・派派遣遣／／相相談談窓窓口口のの設設置置
 学生や保護者が奨学金を正しく理解し、安心して利用できるよう、高校等に「スカラシップ・アドバイザー（仮称）」を派遣。

分かりやすい資料の作成・配付や相談窓口の設置、制度の周知ときめ細かな学生サポートを行います。

相談窓口の設置など
情報提供を強化

相談窓口の設置など
情報提供を強化

進学をあきらめない︕～多様なメニューで進学を後押し～進学をあきらめない︕～多様なメニューで進学を後押し～ 安心の返還プラン︕～負担軽減策の大幅拡充～安心の返還プラン︕～負担軽減策の大幅拡充～

～一億総活躍社会実現のための奨学金事業の大幅拡充～

趣
旨

①意欲と能力ある若者が経経済済的的理理由由にによよりり大大学学等等へへのの進進学学をを断断念念すするるここととががなないいよようう、、進進学学をを後後押押ししします。
②誰誰ももがが安安心心ししてて返返還還できるよう、支援を充実します。
③安心して奨学金を利用するための情情報報提提供供とと相相談談体体制制をを充充実実します。

最低返還月額

2,000円～
(年収144万円以下の場合)

※事情により返還できない場合は、奨学金の返還期限を先延ばしにできる
「返還期限猶予制度」もあります。

高等教育進学サポートプラン

新

新

新

新

新

大大学学授授業業料料等等のの全全部部又又はは一一部部をを免免除除
 低所得世帯など一定の家計・学力基準を満たす学生について、授業

料等の全額又は一部が免除されます。（基準等は各大学によって異なり

ますので、詳しくは各大学の情報をご確認ください。）

※日本学生支援機構のウェブサイト
（http://www.jasso.go.jp/about/statistics/shogaku_dantaiseido/index.html）に

おいて、各大学・地方公共団体・民間等奨学金事業実施団体等の
各種奨学金制度について、情報を検索することができます。

図表３

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する
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さ
ら
に
、
低
所
得
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
の
進
学
の
後
押
し
を
一

層
図
る
べ
く
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
に
限
り
、
無
利
子

奨
学
金
の
成
績
基
準
（
高
校
で
の
評
定
平
均
値
３・

５
以
上
）
を

平
成
29
年
度
進
学
者
か
ら
実
質
的
に
撤
廃
す
る
方
向
で
、
既
に
高

等
学
校
な
ど
に
対
応
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑵
　
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

平
成
28
年
９
月
、
新
た
な
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
の
内

容
が
、
文
部
科
学
省
の
有
識
者
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

新
た
な
制
度
は
、
返
還
月
額
が
卒
業
後
の
所
得
に
応
じ
て
変
動

す
る
な
ど
、
返
還
者
の
状
況
に
応
じ
て
無
理
な
く
返
還
で
き
る
仕

組
み
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
、
平
成
29
年
４
月
新
規
貸
与

者
か
ら
導
入
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

一
方
、
機
構
は
奨
学
金
制
度
の
実
施
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
で
き
る
旨
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
所

得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
を
前

提
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
新
制
度
の
導
入
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ま
ず
所
得
連
動
返
還
型
を
希
望
す
る
学
生
か
ら
、
４
月
以
降
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
を
求
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
、
各
大
学
な
ど
に
は
改
め
て
お
知
ら
せ

す
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
に
は
、
情
報
管
理
上
厳
し
い
要

件
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
学
校
窓
口
を
通
さ
ず
に
、
申

込
者
か
ら
直
接
、
機
構
に
提
出
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

⑶
　
給
付
型
奨
学
金

　

長
年
、
各
方
面
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
給
付
型
奨
学
金
制
度
に
つ

い
て
、
創
設
に
向
け
た
本
格
的
な
論
議
が
行
わ
れ
、
前
述
の
よ
う

に
、
必
要
な
改
正
法
案
と
予
算
案
が
現
在
の
国
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

支
給
額
や
受
給
対
象
者
数
な
ど
に
つ
い
て
は
次
年
度
予
算
の
中

で
決
め
ら
れ
て
い
く
が
、
現
時
点
で
は
、
特
に
経
済
的
に
困
難
な

世
帯
の
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
一
定
の
学
力・

資
質
に
係
る
基
準

を
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
給
付
を
行
う
制
度
を
想
定
し
て
い

る
。
平
成
30
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
し
、
平
成
29
年
度
は
一
部
先

行
し
て
給
付
を
開
始
す
る
案
と
な
っ
て
い
る
。

　

機
構
と
し
て
は
、
制
度
の
担
い
手
と
し
て
、
決
め
ら
れ
た
内
容

を
遺
漏
な
く
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑷�

　
奨
学
金
事
業
の
周
知
（
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
）
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高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
を
後
押
し
す
る
観
点
か
ら
、
前
述
の

新
た
な
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
や
、
成
績
基
準
の
実
質
的
な

撤
廃
な
ど
に
よ
る
無
利
子
貸
与
奨
学
金
の
拡
充
に
お
い
て
も
、
高

校
に
お
け
る
周
知
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
高
等
学
校
で
は
、
進
学
後
の
奨
学
金
に
関
す
る

情
報
を
生
徒
や
保
護
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
以
下
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
て
周
知
や
申
込
者
へ
の

指
導
に
役
立
つ
情
報
提
供
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

①�　

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
高
等
学
校
の
奨
学
金

担
当
教
職
員
向
け
説
明
会
に
お
い
て
、
機
構
職
員
に
よ
る
奨
学

金
に
関
す
る
説
明
や
資
料
配
付
を
行
え
る
よ
う
要
請

②�　

雑
誌
「
月
刊
高
校
教
育
」
な
ど
の
雑
誌
へ
の
連
載
や
寄
稿

③�　

機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
高
校
生
な
ど
に
向
け
て
制
作
し

た
動
画
を
掲
載

④�　

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
全
国
大
会
で
資
料
配
付

⑤�　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
に
事
務
局
を
置
く
「
金
融
広

報
中
央
委
員
会
」
と
連
携
し
た
、
若
年
層
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
。

　

さ
ら
に
、
給
付
型
奨
学
金
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
経
済
的
理
由
で
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
躊
躇
し
て

い
た
生
徒
に
対
し
、
高
校
在
学
中
に
支
援
内
容
を
示
し
、
理
解
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
進
学
に
向
け
て
背
中
を
押
す
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の
周
知
に
つ
い
て
も
特
に
重
視
し
て

い
る
。
そ
こ
で
「
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）」
を

養
成・

認
定
し
、
希
望
す
る
全
国
の
高
校
に
派
遣
す
る
な
ど
、
新

た
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

機
構
の
貸
与
奨
学
金
の
残
高
は
、
平
成
27
年
度
末
に
は
８
兆
９

２
３
２
億
円
に
達
し
、
平
成
28
年
度
は
９
兆
円
を
上
回
る
規
模
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
を
約
１
億
２
５
０
０
万
人
と
し
て
、
国
民
１

人
当
た
り
約
７・

２
万
円
の
計
算
と
な
る
。
こ
れ
は
も
は
や
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ
て
、
そ
の
運
営
の
た
め
に
は
、
次
世
代
へ
の

貸
与
原
資
と
し
て
返
還
金
を
回
収
す
る
こ
と
も
、
返
還
困
難
者
へ

の
救
済
措
置
を
設
け
る
こ
と
も
、
す
べ
て
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
給
付
型
奨
学
金
は
納
税
者
、
国
民
の
理
解
を

得
つ
つ
、
将
来
的
に
国
家
、
社
会
全
体
に
多
大
な
便
益
を
も
た
ら

す
制
度
と
し
て
、
い
わ
ば
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の

奨
学
金
制
度
」
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
、
引
き

続
き
、
私
立
大
学
関
係
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。�

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する

71 大学時報　2017.3



　

昨
今
、
教
育
の
格
差
が
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０

１
７
年
度
に
は
国
の
給
付
型
奨
学
金
も
始
ま
る
と
聞
い
て
い
る
。

私
ど
も
公
益
財
団
法
人
樫
山
奨
学
財
団
は
、
１
９
７
７
年
以
来
40

年
、
全
国
40
の
指
定
大
学
の
学
生
に
、
民
間
の
個
人
財
団
の
活
動

と
し
て
奨
学
金
給
付
事
業
を
続
け
て
い
る
。

　

設
立
者
の
樫
山
純
三
は
、
大
学
進
学
を
希
望
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
か
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
体
験
か
ら
、
志
あ
る
優
秀
な
大
学
生
に
経
済
的
な
支
援
を

す
る
奨
学
財
団
を
始
め
、
い
ま
ま
で
に
支
援
し
た
学
生
の
総
数
は

留
学
生
大
学
院
生
も
含
め
て
約
２
６
０
０
名
に
上
る
。

　

財
団
設
立
か
ら
40
年
が
た
ち
、
社
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
と
と
も
に
劇
的
な
変
容
を
遂
げ
、
大
学
生
の
生
活
も
財
団
の
設

立
当
初
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。
１
９
７
７
年
の
財
団
設
立
当
時
、

主
と
し
て
家
計
維
持

者
で
あ
っ
た
家
族
が

急
に
死
亡
し
た
り
病

に
倒
れ
た
と
い
う
の

が
奨
学
金
の
給
付
応

募
の
理
由
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
意
味
で

は
、
多
く
の
学
生
が

同
じ
よ
う
な
境
遇
に

あ
っ
た
と
も
い
え
よ

う
。
し
か
し
近
年
は

家
庭
の
事
情
が
複
雑

な
学
生
が
多
く
、
一

人
一
人
の
生
活
環
境

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

給
付
型
奨
学
金
事
業
40
年
の
歩
み
―
民
間
の
奨
学
財
団
と
し
て

亀
岡 

エ
リ
子
●
公
益
財
団
法
人
樫
山
奨
学
財
団
理
事
長

奨学生の数
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も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

ま
た
設
立
時
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
い
ま
で
は

当
然
の
事
と
な
り
話
題
に
さ
え
上
ら
な
い
が
、
奨
学
金
へ
の
応
募

者
に
占
め
る
女
子
学
生
の
割
合
が
（
留
学
生
大
学
院
生
も
含
め
て
）

大
半
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

世
相
が
変
化
し
、
大
学
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
、
少

し
時
間
を
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
大
学
の
外
側
か
ら
学
生
を
支
援

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
私
ど
も
の
よ
う
な
民
間
団
体
の
活
動
も

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
今
般
、
給
付
型
奨
学
金
の
社
会
的
な
必
要

性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
、
私
ど
も
の
事
業
が

一
般
に
認
知
さ
れ
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

私
ど
も
は
、
年
に
２
回
、

機
関
誌
を
発
行
し
て
奨
学
生

と
指
定
大
学
に
配
付
し
て
い

る
が
、
奨
学
生
の
情
報
開
示

に
つ
い
て
も
、
以
前
と
は

違
っ
て
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

2.東北大学

3.筑波大学

23.横浜市立大学
24.横浜国立大学

25.名古屋大学
26.南山大学
27.愛知大学

28.京都大学
29.京都産業大学
30.同志社大学
31.立命館大学

36.関西大学
37.大阪市立大学
38.大阪大学

32.関西学院大学
33.神戸大学

34.岡山大学

35.広島大学

39.九州大学
40.西南学院大学

21.小諸市教育委員会

41.琉球大学

1.北海道大学

4.上智大学
5.立教大学
6.東京大学
7.東京外国語大学
8.一橋大学
9.東京工業大学
10.慶應義塾大学
11.中央大学
12.法政大学

13.東京女子大学
14.日本女子大学
15.早稲田大学
16.明治大学
17.日本大学
18.文化学園大学
19.東京藝術大学
20.国際基督教大学

22.獨協大学

指定大学現況〈全国〉

設立当初の全国会合の様子
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ず
、
そ
の
点
で
も
大
き
く
様
変

わ
り
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

樫
山
奨
学
財
団
で
は
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
の
指
定

大
学
に
対
し
て
募
集
説
明
を

行
っ
た
上
で
、
経
済
的
支
援
を

必
要
と
す
る
学
業
優
秀
な
奨
学

生
の
推
薦
を
、
学
部
指
定
は
せ

ず
に
依
頼
し
、
財
団
選
考
委
員

会
の
選
考
を
経
て
１
年
次
に
採

用
す
る
。
採
用
が
決
ま
っ
た
奨

学
生
に
は
、
卒
業
す
る
ま
で
の

４
年
間
、
毎
年
成
績
の
審
査
を

し
な
が
ら
奨
学
金
を
給
付
す
る
。

　

私
ど
も
の
財
団
で
は
、
当
初

か
ら
設
立
者
の
考
え
に
沿
っ
て
、

優
秀
な
若
い
人
が
大
学
教
育
を

受
け
る
た
め
の
経
済
的
手
助
け

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的

に
通
用
す
る
社
会
有
用
な
人
材

を
育
て
、
さ
ら
に
は
日
本
全
国

で
勉
学
に
励
む
樫
山
奨
学
生

間
の
交
流
を
留
学
生
大
学
院

生
も
含
め
て
図
り
、
将
来
役

に
立
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
す
る
こ
と
も
事
業
目
的

の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　

各
指
定
大
学
か
ら
推
薦
さ

れ
、
財
団
の
選
考
委
員
会
で

審
査
し
て
採
用
が
決
定
し
た

奨
学
生
全
員
を
、
毎
年
６
月

末
に
東
京
に
集
め
て
「
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会

合
」
を
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、民
間
の
財
団
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
、奨
学
生
を
応
援
す
る
当
財
団
の
趣
旨
に
つ
い
て
理
解
を
促

す
と
と
も
に
、
そ
の
後
４
年
間
、「
樫
山
奨
学
生
」
と
し
て
会
合
な

ど
で
同
席
す
る
場
合
の
仲
間
づ
く
り
の
土
台
が
で
き
る
よ
う
、
新

規
採
用
の
学
生
に
必
ず
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
年
次
に
は
１
泊
２
日
の
研
修
旅
行
を
行
い
、
毎
年
テ
ー

マ
を
決
め
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画・

実
施
し
て

い
る
。
日
常
的
に
会
う
大
学
の
友
人
と
は
異
な
る
同
世
代
の
大
学

生
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
ま
た
グ
ル
ー
プ

樫山奨学財団の１年間（交流活動・イベント日程）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

選考委員会
役員会

留学生
会合

関西OBOG現役生交流会
樫山純三賞贈呈式

卒業を祝う会
大学への募集説明会

新入生オリエンテーション会合
樫山セミナー 全国会合 関東OBOG

現役生交流会
2年生
研修旅行

設立当初の全国会合の様子
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発
表
を
一
つ
に
ま
と
め
る
話
し
合
い
の
作
業
を
通
し
て
、
奨
学
生

間
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

毎
年
秋
に
は
、
全
国
の
樫
山
奨
学
生
全
員
が
一
堂
に
会
す
る
全

国
会
合
を
東
京
で
開
催
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
と
、
日
頃
学
生
も

私
ど
も
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
大
学
の
奨
学
金
の
関
係
者
も
出

席
し
て
い
た
だ
き
交
流
会
を
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
３
月
初
め
に

は
財
団
選
考
委
員
も
出
席
し
て
「
卒
業
を
祝
う
会
」
を
開
き
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
た
４
年
生
の
新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
送

り
出
し
て
い
る
。

　

樫
山
奨
学
財
団
で
は
、
関
東
と
関
西
の
大
学
院
に
通
う
留
学
生

も
奨
学
生
と
し
て
採
用
し

て
い
る
が
、
留
学
生
に
は

日
本
の
文
化
を
理
解
し
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
前
記
の
会
合
以
外

に
、
毎
年
夏
季
に
１
泊
２

日
の
留
学
生
研
修
会
合
を

実
施
し
て
い
る
。ま
た
、関

東
と
関
西
で
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

先
日
、
財
団
設
立
40
周

年
記
念
と
し
て
関
東
と
関
西
合
同
の
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
会
を
東
京
で
開

く
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
全
国
か
ら
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
も
、
約

３
０
０
名
の
元
奨
学
生
が
財
団
の
た
め
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
人

を
育
て
る
こ
と
が
目
的
の
奨
学
財
団
に
と
っ
て
、
卒
業
生
が
世
界

各
地
の
さ
ま
ざ
ま
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
人
た

ち
が
財
団
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
気
持
ち
こ
そ
が

一
番
の
財
産
で
あ
り
、
本
当
に
う
れ
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

少
し
前
の
こ
と
で
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
あ
る
地
方
の
公
立
大
学

の
奨
学
金
の
担
当
者
か
ら
「
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
皆

が
希
望
す
る
が
、
民
間
の
奨
学
金
な
ど
に
応
募
す
る
人
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
、
国
が
給
付
型
の
奨

学
金
を
始
め
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
だ
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
長
年
に
わ
た
っ
て
給
付
型
奨
学
金
事
業
を
行
っ
て

き
た
民
間
の
奨
学
財
団
が
第
二
義
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、
国
の

給
付
型
奨
学
金
や
大
学
独
自
の
奨
学
金
、
民
間
団
体
の
奨
学
金
の

全
て
が
、「
奨
学
金
の
充
実
」
と
い
う
面
で
日
本
の
大
学
の
強
み
と

な
っ
て
発
展
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
と
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
し
か
し
設
立
当
初
の

理
念
は
守
り
な
が
ら
、
給
付
奨
学
金
の
民
間
奨
学
財
団
と
し
て
活

動
の
充
実
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

2016年全国会合セミナー
講師は藤崎一郎上智大学教授
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は
じ
め
に

　

立
命
館
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年
に
お
け
る
立
命
館
全
体
の
学

園
像
と
し
て
「
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
Ｒ
２
０
２
０
」
を
策
定
し
、
教
育・

研
究
の
質
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。「
ラ
ー
ニ
ン
グ・

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
構
築
を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
正
課
、
自
主
的
活
動
、

学
生
参
加
な
ど
、
本
学
な
ら
で
は
の
多
様
な
学
び
の
質
を
高
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
学
び
と
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
多
様
な
学
生
に
よ
る
「
正
課
授
業
と
正

課
外
活
動
の
垣
根
を
越
え
、
あ
ら
ゆ
る
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
個

人
と
集
団
の
成
長
を
有
機
的
に
結
合
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
の
視
点
を
持
っ
て
、
自
主
的・

集
団
的
な
学
び
を

支
え
る
包
括
的
学
生
支
援
」
を
推
進
し
て
き
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
成
長
支
援
型
奨

学
金
」
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、
学
生
一
人

一
人
が
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
学
び
活
動
す
る
こ
と

が
周
囲
の
学
生
に
知
的
か
つ
文
化
的
な
刺
激
を
与
え
、
さ
ら
な
る

学
び
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
。
こ

の
奨
学
金
に
は
、
個
人
の
活
動
を
支
援
す
る
「
＋
Ｒ
個
人
奨
励
奨

学
金
」
と
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支
援
す
る
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
団
形
成
助
成
金
」
の
二
つ
が
あ
る
が
、「
＋
Ｒ
個
人
奨
励
奨
学

金
」
に
絞
っ
て
紹
介
し
た
い
。

１　
＋
Ｒ
個
人
奨
励
奨
学
金
の
制
度
概
要

　

本
奨
学
金
は
、
以
下
の
三
つ
の
区
分
に
よ
っ
て
申
請
を
受
け
付

け
て
い
る
。

①　

正
課
の
学
び
を
深
め
発
展
さ
せ
る
活
動

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
成
長
支
援
型
奨
学
金

淺
野 

昭
人
●
立
命
館
大
学
学
生
部
次
長
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②　

学
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献

③　

学
園
の
教
学
理
念
を
具
体
化
し
広
げ
る
活
動

　

＋
Ｒ
個
人
奨
励
奨
学
金
の
年
間
採
用
枠
は
１
０
０
名
程
度
で
あ

り
、
出
願
資
格
は
、
本
学
の
正
規
課
程
に
在
学
し
て
い
る
学
部
学

生
と
し
て
い
る
。
採
用
さ
れ
た
学
生
に
は
、
活
動
内
容
に
応
じ
て

年
間
10
万
円
ま
た
は
20
万
円
の
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る
（
年
間
予

算
２
０
０
０
万
円
）。
選
考
は
、
目
標
の
明
確
性
、
実
現
可
能
性
、

活
動
実
績
、
学
業
成
績
、
教
学
理
念
や
立
命
館
憲
章
と
の
整
合
性

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
採
択
さ
れ
た

学
生
に
は
「
活
動
報
告
会
」
へ
の
参
加
、
お
よ
び
「
活
動
報
告
書
」

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
種
の
奨
学
金
は
、
ど
う
し
て
も
活
動
実
績
が
重

視
さ
れ
、
報
奨
的
な
「
結
果
」
奨
学
金
の
色
合
い
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
本
奨
学
金
で
は
「
プ
ロ
セ
ス
」
を
重
視
し
、
目
標
が
明

確
で
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
出
願
時
に
実
績
が
な
く
て

も
、
ま
た
結
果
が
出
て
い
な
く
て
も
、
積
極
的
に
採
用
す
る
と
い

う
方
針
で
運
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
業
成
績
に
つ
い
て
も
、
順

調
に
単
位
を
修
得
し
て
い
れ
ば
、
特
に
成
績
を
重
視
す
る
と
い
う

方
針
は
取
っ
て
お
ら
ず
、
正
課
の
学
び
と
課
外
の
活
動
の
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
し
た
選
考
を
行
っ
て
い
る
。

２　
採
用
実
績
と
そ
の
特
徴

　

過
去
５
年
間
で
延
べ
９
６
５
名
（
年
平
均
１
９
３
名
）
の
出
願

が
あ
り
、
書
類・

面
接
選
考
の
結
果
、
４
２
７
名
（
年
平
均
86
名
）

の
学
生
を
採
択
し
た
（
平
均
採
択
率
44
％
）。
導
入
当
初
は
奨
学
金

制
度
の
趣
旨
の
浸
透
に
苦
労
し
た
が
、
学
生
た
ち
の
間
で
徐
々
に

理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
。
ま
た
、
出
願
者
に
占
め
る
３
回
生
以
上

の
学
生
の
割
合
は
毎
年
60
～
70
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

背
景
に
は
、
上
回
生
に
な
っ
て
本
格
的
に
専
門
科
目
を
学
ぶ
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ら
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
、
高
め
て
い
き
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
と
、
本
奨
学
金
の
目
的
が
合
致
し
て
い
る
た
め
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
低
回
生
の
出
願
が
少
な
い
の
は
、

自
ら
目
標
を
設
定
し
、
活
動
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
困
難
な
事

情
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

３　
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
の
例

⑴
　
原
発
事
故
を
契
機
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
学
ぶ

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
の
実
情
を
自
分
の
目
で
確
認

し
た
い
と
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
被
害
の
実
態
を
知
る
中
で
、
避

難
し
て
い
る
住
民
の
置
か
れ
た
実
情
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究・

普
及
の
取
り
組
み
状
況
を
知
り
、
現
状
を
発
信
し
て
社
会
全
体
で
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問
題
意
識
を
共
有
し
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
講
師
を
招
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ジ
ャ・

マ
ダ
大
学

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
）
と
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、

被
災
地
の
現
状
を
報
告
。
災
害
の
多
い
両
国
が
協
力
し
て
、
防
災

意
識
を
高
め
、
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

⑵
　
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
会
を
保
障
す
る
活
動

　

学
部
の
授
業
で
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
格
差
問
題
や
貧
困
問

題
を
学
ん
だ
学
生
が
、
18
歳
の
と
き
に
単
身
ケ
ニ
ア
に
短
期
渡
航

し
た
。そ
の
際
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
、社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る

女
性
と
知
り
合
い
、
彼
女
た
ち
が
社
会
と
の
繋
が
り
を
取
り
戻
す

必
要
性
や
、女
性
の
教
育
向
上・

自
立
支
援
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
で
は
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
が
高
価
な
た
め
に
購
入
で
き
ず
、

生
理
の
た
び
に
学
校
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
少
女
が
多
数
い
る
。

結
果
と
し
て
学
校
を
中
退
し
、
貧
困
か
ら
売
春
を
行
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
を
知
り
、
少
女
た
ち

の
教
育
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、「
布
ナ
プ
キ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
創
設
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
女
性
と
一
緒
に
布
ナ
プ
キ
ン

を
縫
い
、
小
学
校
に
届
け
る
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
少
女
た

ち
の
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
女

性
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　

さ
ら
に
、
帰
国
後
に
は
カ
ン
ガ
（
ケ
ニ
ア
な
ど
で
衣
類
や
風
呂

敷
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
一
枚
布
）
を
使
っ
て
バ
ッ
グ
を
作
り
、

ケ
ニ
ア
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
を
行
う
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
際
し
て
は
、
本
奨
学
金
に
よ

る
支
援
金
に
加
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金

調
達
も
活
用
し
た
。

４　
本
奨
学
金
の
成
果

　

本
奨
学
金
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
が
直
接
把
握
で
き
な
か
っ

た
学
生
の
課
外
自
主
活
動
を
発
掘
（
把
握
）
し
、
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
活

動
そ
れ
自
体
が
、
社
会
的
意
義
や
貢
献
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
も

少
な
く
な
い
。

　

一
方
、
活
動
を
通
じ
た
奨
学
金
受
給
者
の
成
長
と
い
う
点
も
大

き
な
成
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
活
動
終
了
後
に
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
活
動
報
告
書
」
の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
活

動
を
通
じ
て
成
長
し
た
点
を
自
己
評
価
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
主
体

性・

行
動
力
」「
規
律
性
」「
自
己
分
析
力
」
の
各
項
目
に
お
い
て
、
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成
長
実
感
を
得
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
自

ら
目
標
を
設
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
、
自
身
を
振
り
返
る
自
己
省
察
が
行
わ
れ
た
結
果
で

は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
給
者
か
ら
は
、
正
課
の
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
貴
重

な
知
識
で
あ
っ
た
が
、
現
場
の
活
動
を
通
じ
て
、
知
識
を
知
恵
に

転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
意
見
も
あ
り
、
正
課
と
課
外
の
垣

根
を
越
え
て
、
学
ぶ
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

さ
ら
に
、
失
敗
や
挫
折
の
中
か
ら
学
ん
だ
と
の
意
見
も
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
失
敗
を
積
極
的
に
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

失
敗
を
極
端
に
恐
れ
る
昨
今
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
機
会

に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５　
今
後
の
課
題

　

過
去
５
年
間
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
か
ら
、
優
れ
た
成
果
を
出
す
も
の
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
極

め
て
意
義
が
あ
る
。
一
方
、
新
た
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
学
生
に

対
し
て
、
そ
れ
が
「
本
奨
学
金
の
敷
居
は
高
い
」
と
い
う
印
象
を

与
え
た
た
め
か
、
新
規
の
出
願
件
数
が
残
念
な
が
ら
減
少
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
低
回
生
に
と
っ
て
は
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
提
示
し
、
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
そ

も
そ
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
失
敗
を
恐
れ

ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
す
と
同
時
に
、
新
た
な
取
り

組
み
の
計
画
を
練
る
た
め
の
方
法
論
を
学
ぶ
相
談
体
制
や
研
修
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
大
学
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
取
り
組
み
を
、
今
度

は
大
学
の
支
援
な
し
で
継
続
し
て
進
め
る
た
め
に
は
、
自
ら
活
動

資
金
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
例
を
紹
介
し
た
取
り
組
み
の

中
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
例
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
ま
だ
一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

外
部
資
金
の
獲
得
に
向
け
た
手
法
を
学
ぶ
仕
組
み
の
導
入
も
検
討

し
た
い
。
一
方
、
本
学
校
友
会
は
、
独
自
の
「
未
来
人
財
育
成
基

金
」
を
活
用
し
て
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
本
奨
学
金
の
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
校
友
が
、
後
輩
学
生
が
学
び
成
長
す
る
姿
を
見

る
中
で
、
主
体
的
に
支
援
し
よ
う
と
い
う
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
、
私
立
大
学
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
動
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
学
で
は
今
回
紹
介
し
た
成
長
支
援
型
奨
学

金
以
外
に
も
、
大
学
独
自
の
経
済
支
援
給
付
奨
学
金
制
度
を
設
け

て
い
る
（
年
間
予
算
６
億
２
３
０
０
万
円
）。
経
済
的
な
理
由
か
ら

大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
学
生
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
学
び
を
深
め
た
い
と
い
う
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。�
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は
じ
め
に

　

神
奈
川
大
学
の
歩
み
は
、
創
立
者
米
田
吉
盛
が
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
に
、
横
浜
で
働
く
勤
労
青
年
の
旺
盛
な
勉
学
需
要
に
応

え
る
た
め
に
開
設
し
た
横
浜
学
院
に
始
ま
り
、
旧
制
の
横
浜
専
門

学
校
を
経
て
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
新
制
大
学
と
し
て
神

奈
川
大
学
が
誕
生
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
に
７

学
部
、
９
研
究
科
を
設
置
、
学
生
数
約
１
万
９
０
０
０
人
、
卒
業

生
は
約
22
万
人
を
数
え
る
総
合
大
学
と
し
て
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
。

　

横
浜
専
門
学
校
創
設
以
来
、
米
田
が
説
い
た
「
教
育
は
人
を
造

る
に
あ
り
」
と
の
教
育
信
念
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
、「
人
格
の

養
成
を
土
台
に
専
門
の
学
理
と
そ
の
応
用
力
を
会
得
し
た
『
実
際

に
役
立
つ
人
物
』
を
育
成
す
る
」
と
い
う
学
校
の
基
本
方
針
は
、

「
質
実
剛
健
、
中
正
堅
実
、
積
極
進
取
」
と
い
う
建
学
の
理
念
と
し

て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」、
お
よ
び
「
米
田
吉
盛
教

育
奨
学
金
」
が
包
摂
し
て
い
る
「
給
費
生
制
度
」
と
「
予
約
型
奨
学

金
制
度
」
を
中
心
に
、
本
学
の
奨
学
金
制
度
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

１　
給
費
生
制
度

　

本
学
の
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
制
度
」
の
中
で
も
最
も
特
長

的
で
あ
る
給
費
生
制
度
に
つ
い
て
、
創
立
者
の
米
田
は
ど
の
よ
う

な
想
い
に
よ
り
創
設
に
至
っ
た
か
、
創
設
期
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
給
費
生
制
度
の
概
要
を
以
下
に
報
告
す
る
。

　

給
費
生
制
度
は
、
前
述
の
横
浜
専
門
学
校
創
設
当
初
に
米
田
の

奔
走
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
横
浜
専
門
学
校
奨
学
会
」
が
母
体

特
集

国
に
よ
る
給
付
奨
学
金
創
設
を
機
に
奨
学
制
度
全
体
を
俯
瞰
す
る

大
学
の
独
自
給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て

―
神
奈
川
大
学
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
か
ら

水
上 

晃
●
神
奈
川
大
学
広
報
部
長
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と
な
り
、
発
足
し
た
制
度
で
あ
る
。
苦
学
し
た
経
験
を
も
つ
米
田

の
発
案
に
よ
る
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
優
秀
な
学
生
に
高
等
教
育

を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
給
費
生
を
中
心
に
学
生
全

体
の
勉
学
へ
の
意
欲
や
学
力
の
向
上
、
ひ
い
て
は
学
校
全
体
の
レ

ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
給
費
生
制
度
に
よ
る
第
１
回

給
費
生
試
験
は
開
学
後
間
も
な
い
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に
実

施
さ
れ
、「
わ
ず
か
の
定
員
に
対
し
て
六
〇
〇
有
余
名
の
志
願
者
が

殺
到
し
た
」（
横
専
学
報
第
30
号
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
給
費
生
制
度
は
、
当
時
、
師
範
学
校
に
設
け
ら
れ
て
い
た

給
費
生
制
度
と
は
異
な
り
、
給
費
金
の
返
還
を
必
要
と
せ
ず
、
卒

業
後
の
進
路
を
一
切
拘
束
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
時
の
給
費
金
額
は
最
高
で
年
額
２
８
８
円
、
最
低
で

も
授
業
料
免
除
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年
に
は
第
一
種
給
費
生
と
第

二
種
給
費
生
と
に
区
分
さ
れ
、
第
一
種
給
費
生
は
年
額
１
０
０
円

以
内
、
第
二
種
給
費
生
は
年
額
１
０
０
円
以
上
３
０
０
円
以
内
と

さ
れ
、
当
時
の
第
一
部
授
業
料
の
88
円
を
上
回
る
金
額
が
給
費
金

と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
給
費
生
は
、
毎
年
12
月
に
実
施
し
て
い
る
給
費
生
試
験

に
よ
っ
て
選
考
が
行
わ
れ
、
①
入
学
金
を
除
く
入
学
初
年
度
納
入

金
（
授
業
料
、
施
設
設
備
資
金
）
が
免
除
②
理
学
部
お
よ
び
工
学

部
に
在
籍
す
る
給
費
生
に
は
年
間
１
３
０
万
円
、
そ
の
他
の
各
学

部
に
在
籍
す
る
給
費
生
に
は
年
間
１
０
０
万
円
が
原
則
４
年
間
給

付
さ
れ
る
。
ま
た
２
０
０
２
年
度
入
学
者
か
ら
は
、
③
地
方
出
身

者
へ
の
住
居
支
援
と
し
て
、
自
宅
外
通
学
者
（
自
宅
か
ら
の
通
学

に
片
道
２
時
間
以
上
を
要
し
、
下
宿
な
ど
か
ら
通
学
す
る
者
で
、

審
査
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
者
）
へ
の
生
活
援
助
金
を
加
算
す
る
こ

と
と
し
、
年
間
70
万
円
を
給
付
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
理
学
部

や
工
学
部
に
在
籍
す
る
自
宅
外
通
学
者
へ
の
４
年
間
の
給
付
額
は

最
大
８
０
０
万
円
と
な
り
、
学
費
と
住
居
費
相
当
額
の
負
担
軽
減

に
役
立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
広
く
全
国
か
ら
優
秀
な
人
材

を
募
り
、
そ
の
才
能
を
育
成
す
る
と
い
う
給
費
生
制
度
の
目
的
に

鑑
み
、
１
年
次
の
給
費
生
を
対
象
に
海
外
語
学
研
修
の
希
望
を
募
っ

て
派
遣
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
給
費
金
の
返
還
を
求
め
ず
、
卒
業
後
の
進
路
を

一
切
拘
束
し
な
い
と
い
う
創
設
時
か
ら
の
制
度
を
継
承
し
、
社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

２　
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金

　
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
は
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
迎
え

た
創
立
80
周
年
を
機
に
、
既
設
の
奨
学
金
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
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し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
学
生
が
個
別
の
経
済
的
諸
条

件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
学
修
面
は
も
と
よ
り
、
自
己
実
現

の
場
と
な
る
課
外
活
動
、
成
長
を
支
援
す
る
資
格
取
得
な
ど
に
積

極
的
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、「
学

校
法
人
神
奈
川
大
学
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
基
金
」
と
給
付
型
奨
学

金
制
度
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
を
創
設
し
、
２
０
１
０
年
度

か
ら
募
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
は
、
学
生
の
成
長
と
自
己
実
現
を
経

済
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
貸
与
型
奨
学
金
を
、

近
年
設
置
が
望
ま
れ
て
い
る
給
付
型
奨
学
金
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
新
規
の
給
付
奨
学
金
を
創
設
し
た
こ
と
が
特
色
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
は
、「
給
費
生
」「
経
済
支

援
」「
成
長
支
援
」
の
各
々
に
奨
学
金
を
設
定
し
て
い
る
。「
成
長

支
援
」
で
は
、
学
生
自
ら
が
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に

努
力
す
る
学
生
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
自
己

実
現・

成
長
支
援
奨
学
金
」、「
指
定
資
格
取
得・

進
路
支
援
奨
学

金
」
な
ど
４
種
類
の
奨
学
金
を
設
け
た
。「
経
済
支
援
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
以
外
に
選
択
肢
が
少
な
か
っ

た
学
部
１
年
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
と
し
て
、
高
校
時
代
の
成

績
が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
（
評
定
平
均
値
３・

５
以
上
）、
家
計

基
準
に
よ
っ
て
選
考
す
る
「
新
入
生
奨
学
金
」
や
、
新
入
生
奨
学

金
に
採
用
さ
れ
、
神
奈
川
県・

東
京
都
（
伊
豆・

小
笠
原
諸
島
を

除
く
）
を
除
く
地
方
出
身
者
で
自
宅
外
通
学
の
学
生
を
対
象
に
し

た
「
地
方
出
身
者
学
生
支
援
奨
学
金
」
な
ど
、
４
種
類
の
奨
学
金

を
創
設
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
は
学
部・

大
学
院
生

を
対
象
に
し
た
奨
学
金
に
「
給
費
生
」
を
加
え
た
全
14
種
類
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
の
ほ
か

に
、
本
学
は
独
自
の
奨
学
金
と
し
て
「
村
橋・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
奨

学
金
」
と
「
激
励
奨
学
金
」
を
設
置
し
て
い
る
。

３　
予
約
型
奨
学
金

　

２
０
１
７
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
新
た
な
奨
学
金
と
し
て
、

米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
に
「
神
奈
川
大
学
予
約
型
奨
学
金
」
を
創

設
し
た
。
学
業
成
績
が
優
秀
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
事
情

で
進
学
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
進
学
希
望
者
に
対
し
て
、
初
年

度
納
付
金
の
家
計
負
担
を
軽
減
し
、
入
学
後
の
経
済
的
支
援
を
目

的
と
す
る
奨
学
金
で
あ
る
。

　

本
奨
学
金
は
、
神
奈
川
大
学
へ
の
入
学
を
志
望
す
る
神
奈
川
県・

東
京
都
（
伊
豆・

小
笠
原
諸
島
を
除
く
）
以
外
の
高
等
学
校
出
身

者
を
対
象
と
し
、
申
請
資
格
は
①
本
学
の
２
０
１
７
年
度
一
般
入

学
試
験
（
前
期
）、
ま
た
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
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験
（
前
期
）
に
出
願
予
定
②
神
奈
川
県・

東
京
都
（
伊
豆・

小
笠

原
諸
島
を
除
く
）
以
外
に
所
在
す
る
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
者
③

家
計
支
持
者
の
収
入
が
７
０
０
万
円
以
下
④
評
定
平
均
値
４・

０

以
上
と
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
入
学
志
望
者
に
関
し
て
は
、

２
０
１
６
年
11
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
、
12
月
下
旬
に
採
用
候

補
者
を
発
表
。
入
学
す
る
と
、
文
系
学
部
は
年
額
40
万
円
、
理
系

学
部
に
は
年
額
50
万
円
が
給
付
さ
れ
、
毎
年
の
申
請・

審
査
に
よ

り
、
最
大
４
年
間
の
継
続
受
給
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

結
び
に

　

以
上
、
神
奈
川
大
学
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
の
概
要
を
説

明
し
て
き
た
。
２
０
１
６
年
12
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
予
算
の

文
教
関
係
予
算
で
は
、
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
と
い
っ

た
施
策
が
掲
げ
ら
れ
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど
、
大
学

等
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
給

付
型
奨
学
金
は
財
源
が
問
題
と
な
り
、
国
の
財
政
が
厳
し
い
中
、

経
済
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
れ
ば
進
学
そ
の
も
の
を
考
え
直
す
べ

き
と
の
声
が
あ
る
。

　

現
在
、
大
学
進
学
率
は
50
％
を
超
え
て
い
る
が
、
進
学
に
か
か

る
経
費
は
、
所
得
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
家
計
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
経
済
状
況
が
大
学
進
学
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

多
く
の
場
面
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
奨
学
金
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
安
定
的
に
確
保
す
る
の
か
は
、
私
立
大
学
の
み
な
ら
ず
全
て
の

大
学
が
問
わ
れ
て
い
る
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
学
で
も
、
奨
学
金
制
度
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
寄
付
事
業

や
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
る
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
は
、
運
用
に
よ
っ
て

得
た
果
実
に
よ
る
奨
学
金
制
度
の
運
営
は
難
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。「
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
学
生
に
教
育
格
差
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
創
立
者・

米
田
吉
盛
の
理
念
を
次
世
代
に
継
続

し
て
い
く
た
め
、
大
学
全
体
で
安
定
的
な
奨
学
金
制
度
の
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

特集 国による給付奨学金創設を機に奨学制度全体を俯瞰する
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